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＜特 集＞ 

留学生向けイベント 「茶道体験」を開催！ 

 ８月に発令されていた緊急事態宣言が解除され、本学では10月より対面授業が再開されま

した。また、この時期は静岡県も新型コロナウイルス感染症が沈静化し、留学生向けの「茶道体

験」を実施することができました。本学の楓会館にある和室で、感染対策を徹底の上、人数制限

を設けての開催となり、作法の指導や準備等は、茶道サークルの皆さんにお願いしました。 

 茶道についての知識を持っている留学生も、実際に茶席に招かれるのは初めてで、まず、お茶

碗の扱いやお抹茶の頂き方を教わりました。いよいよお点前が始まると、緊張もあってか静寂が 

訪れました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お抹茶が出されると、作法を思い出しながら、丁寧にお抹茶を頂く留学生の皆さん。一服する

と、「美味しい！」の声と共に、和室の空気が自然と和みました。  

 お点前が終わると、緊張がほぐれた様子で笑顔が見られました。ただ、頑張っていた正座も限界

を迎えており、すぐに立ちあがるのが厳しいようでした。 留学生の貴重な体験に、全面的にご協力

いただいた茶道サークルの皆さん、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

亭主（お茶を点てる人のこと）の作法をじっと見つめる留学生 

留学生センター学生スタッフ代表（左）と、２日目に参加した留学生 

 2021年12月18日（土）に、静岡市の中心

部にある七間町名店街で開催された「七間町青

空市」に、本学がブースを出展して「留学生の母国

のスープの食べ比べ試食会」を行い、地域の方々と

の交流を深めました。 

この催しに参加したのは、本学の毛利ゼミを中

心とした留学生と日本人学生で、このような活動を

通じて地域振興への貢献を図る、という趣旨による

ものです。約100食分を用意したスープは、午後

１時過ぎにはすべて配布され、好評のうちに終了と

なりました。 

七間町名店街でスープを配る留学生 



日本語能力試験Ｎ１

合格者への支援 

 静岡英和学院大学・同短期大学部

の同窓会からは、留学生への支援事業

として、日本語能力試験Ｎ１合格者

へのお祝い金を給付していただいていま

す。これは昨年度から始まり、今年度も

少し中身を変えて継続されています。 

 昨年度は７月の試験が中止になりま

したが、今年度は予定通り７月と12月

に試験が実施され、本学の留学生の多

くが受験をしました。結果の報告と申請

が期限内に行われた合格者には、２万

円のお祝い金が給付されました。また、

ふじのくに地域・大学コンソーシアムから

は、同じくＮ１合格者に限り6500円の

受験料の支援がありました。 

 本学の留学生では全体で10名がＮ

１に合格をし、この支援を受けることが

できました。なお、12月の試験の結果

は2022年２月時点で７人の合格の

報告があり、このあとに申請となります。 

同窓会からのお祝い金を手にして、留学

生センターの前で 

この日の昼休みは５名の留学生に給付 

本学の留学生のさまざまな活躍 
 静岡県のふじのくに地域・大学コンソーシアムが企画をし、静岡県内の大学への留学をＰＲする

動画に、本学人間社会学部４年のイシャラさん（スリランカ出身）が全面的に出演し、英語での

説明と学生生活の紹介を、本学のキャンパスで行いました。この動画は東アジアを中心とした世界

の各国に配信されることになりました。 

 コロナの感染状況が少し収まっている11月21日（土）には、静岡県立清流館高校で国際理

解のための交流会が開催されました。本学から、メヌカさん、プラサドさん（ネパール出身）、   

ニシャーニさん（スリランカ出身）、ルオンさん（ベトナム出身）の４名が講師として参加し、出身

国の紹介をプレゼンで行い、高校生との交流を楽しみました。 

ネパールの説明をするプラサドさんとメヌカさん（左）   高校生の質問に答えるルオンさん（右） 

本学の新館５階、楓ホールのテラスから、富士山を背景に英語で説明をするイシャラさん 

 静岡県多文化共生課が推進する「ふじのくに多言

語情報発信サポーター」制度に本学の留学生３名

が 応募し、2021年12月に人間社会学部４年のレ

チューン ドックさん（ベトナム出身）がパルスオキシ

メーター使用説明書のベトナム語のチェックをし、県内

在住の外国人の生活支援のための貢献をしました。 レチューン ドック さん 



パトリシア コー 

ワン イー さん 

（マレーシア出身） 

（略歴）マレーシアのペナン
の出身。2019年に静岡英
和学院大学人間社会学部
人間社会学科に入学。日本
語文化メジャーに所属。日本
語能力試験Ｎ１は本学入
学前に合格し、今年度も受
験をして高得点で合格してい
る。マ レ ー 語、中 国 語、英
語、日本語と、語学にたいへ
ん高い能力を有する。 
趣味はジグソーパズル、アクセ
サリー作り、音楽を聴くこと。 
ふじのくに多言語情報発信サ
ポーター制度にも応募してい
る。 

華やかな振り袖姿のパトリシアさん 

君に迫る！～留学生の静岡における素顔に迫る～Vol.13 

 

 Ｑ１ 静岡に来てよかったと思うことは何ですか？ 

  家賃が安いことと、よく富士山が見えることです。 

 

 Ｑ２ 入学時に困ったことはありましたか？ 

  授業で、日本語でメモを取ることが大変でした。 

 

 Ｑ３ なぜ静岡英和学院大学を選んだのですか？ 

     留学生センターがあって、留学生へのサポートがたくさんあるからです。学費も 

     安かったです。 

 

 Ｑ４ 大学生活を通して、最も変わったことは何ですか？ 

     日本人の友達が増えて、日本語が上手になりました。 

 

 Ｑ５ 出身の国のよいところをひとつ紹介してください。 

     マレーシアはおいしい食べ物がたくさんあります！ 

    （マレーシアで食べるフルーツのおいしさについては、多くの人から聞きますが、 

     パトリシアさんのおすすめは、ドリアン、パパイア、ということでした。） 

静岡市駿府公園紅葉山庭園 

 私のとっておきの静岡スポット 



お問い合わせ先  

お気軽にお問い合わせください。   

静岡英和学院大学 

 ・人間社会学科 

 ・コミュニティ福祉学科        

静岡英和学院大学短期大学部 

 ・現代ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 

 ・食物栄養学科  

〒422-8545静岡県静岡市 

駿河区池田1769番地  

054-261-9201(代表） 

info@shizuoka-eiwa.ac.jp 

 

留学生センター 

留学生の生活やさまざまな疑問

にお答えします。 

054-264-9489（直通） 

 

英和入試センター 

入試制度や受験相談等何でも

ご質問ください。 

054-261-9322（直通） 

 

企画部連携課 

日本語学校様等機関のご相談

はこちらに。 

054-262-0091（直通） 

静岡英和学院大学が皆様と夢をつなげます  


